
出雲大社大鳥居「その構造と性能」 ～まとめ～ 

大鳥居研究会 

 

はじめに 

出雲大社大鳥居「その構造と性能」に関する研究は、平成 19 年度から活動を開始し、昨年

度の「耐震性能照査」を以って構造と性能の考察は終えたと考えている。 

しかしながら、目にすることが出来なかった資料として、「昭和 49 年時の調査・補修記録」

と「平成 2 年補修時の調査記録」がある。とりわけ後者は、今日の大鳥居の補修工事に至る

資料として現場・室内での各種試験が実施されており、耐久・耐震性を考察した資料として

も重要であると考えていた。 

この研究活動を締めくくるに当たり、両補修工事を実施された（株）森本組へ聞き取り調

査を再度行ったところ、平成 2 年の補修時の現場工事担当者が島根支店に赴任されていると

の情報を得た。無駄足を覚悟で訪問させて頂いた結果、個人の資料として保存されていた数

種の資料を貸与させて頂くことができた。本年度はこの資料を基に、平成 2 年当時の調査デ

ータを再整理し本研究の総括を行った。 

4 年の歳月を要した研究であり、今日の大鳥居補修工の根拠となった資料の確認も出来た

事より、所有者である「出雲大社」に研究結果の報告を行い、「大鳥居」の今後のあり方を考

える材料として提供したいと考えている。 

表‐1 活動内容表 

 資 料 名 称 備 考 

平成 19 年度 

①．既存資料の収集 

・出雲大社大鳥居構造図 

・平安神宮大鳥居資料 

・平成 2 年補修工事資料 

・小林徳一朗翁に関する資料 

②．研究の方向性の検索 

資料収集活動と研

究の方向付け 

平成 20 年度 

①．現場での非破壊試験 

・鉄筋探査 

・熱赤外線調査 

②．中間報告 

 ・類似施設との対比 

 ・小林徳一朗翁の業績 

 ・大鳥居施工の工程 

・大鳥居の耐久性診断 

・耐震解析の方向性 

「島根県コンクリ

ート診断士会」と

の共同現場試験と

中間レポートの作

成 

平成 21 年度 

①． 西日本技術士業績・研究発表大会参加 

②． 島根県コンクリート診断士会との合同研究会 

③．最終研究 

 ・耐震性能照査 

研究成果のまとめ

平成 22 年度 
①． 補修工事資料の再調査 

②． 最終成果のまとめ 
研究成果の総括 
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1．平成 2 年次の大鳥居調査（その１） 

平成 2 年の調査報告書*１より、当時の調査項目は以下の通りである。 

①．コア採取 

②．中性化試験 

③．空洞部調査（ファイバースコープ） 

④．電位差測定 

⑤．鉄筋腐食調査 

⑥．圧縮強度試験・塩分含有量試験 

 

調査数量表 

表-2 調査数量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

＊1）．出雲大社大鳥居調査業務 株式会社 森本組（ショーボンド建設株式会社） 

（上梁） 

（上梁） 

（中梁） 

（中梁） 

（12 本のコア採取）

（柱） 

（柱） 
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1-1.コア採取位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

Ｋ：コア位置 Ｄ：電位差測定位置 Ｆファイバースコープ観測位置 

上 梁（側面） 

中 梁（側面） 

柱（東面） 

図-1 コア採取位置図 
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表-3 試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜考察＞ 

 上記の強度試験結果・当時の施工のレベルより、本鳥居のコンクリート強度は柱の強度を代

表とした 180kg/cm2 と考えられる。上梁・中梁での強度発現の差異は、中空断面と充実断面に

よる締め固めの難易差により発生したものと考えられる。 
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1-2.中性化 

全箇所の中性化試験結果は下図と同様である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の総括より 

・何れの位置のデータも中性化深さは“ゼロ”であり、中性化の問題はない。 

 

＜考察＞ 

ここに示される中性化試験の結果は、昭和 49 年補修時の表面保護（中性化試験用コアにて

概ね 20ｍｍを確認）効果もあり、中性化は殆ど生じていないと考えられる。 

図-2 中性化試験 
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1-3.空洞部調査 

上梁・柱にて実施されたファイバースコープによる空洞調査の結果より、下図の推定空洞図

がまとめられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の総括より 

・ 穿孔および貫通コア孔より、ファイバースコープにて空洞内部を観察し、写真撮影を行った。 

・ Ｌ型鋼を骨組とし、木により内型枠を形成し、コンクリートを巻きたてたものと推定される。 

・ 笠木（上梁）、柱ともに滞水している状況である。 

＜考察＞ 

 梁・柱への滞水は間違いなく、柱の構造も当時の構造図に示される骨組にて中空断面を構成し、

その外にＲＣ断面が形成されていたと考えられる。 

図-3 空洞調査図 
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1-4.電位差測定 

上梁において実施された自然電位測定の記録より、下図の電位差図がまとめられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の総括より 

・ 上梁下面の鉄筋をはつり出し自然電位を測定した。 

・ 電位差は殆どなく、どの側点も-1ｍｖ程度であり、鉄筋が腐食している可能性はない。 

 

＜考察＞ 

 上梁内部への滞水はあったものの、鉄筋の腐食はさほど進行せず、比較的健全な状態であっ

たと考えられる。 

図-4 電位調査図 
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1-5.鉄筋腐食確認 

上梁および柱での鉄筋腐食確認によれば、下図の資料が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果の総括より 

・ コア孔およびハツリ作業より、埋設鉄筋の腐食状況を観察した。 

・ 上梁・柱とも鉄筋は浮き錆び状態であり、断面欠損部はなく構造上問題はないものと考

える。 

＜考察＞ 

本調査と電位差測定より、梁・柱の鉄筋腐食は軽微であり、構造上の問題には及ばないレ

ベルであると考えられる。 

図-5 鉄筋腐食調査図 
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1-6.調査時写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コア採取状況（柱部） 内部観察状況（柱部） 

鉄筋腐食確認（柱部） 内空部撮影状況（柱部 ＮＯ．５ Ｌ鋼）

電位測定（上梁部） 配筋状況（上梁部） 

写真-1 調査状況 
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2．平成 2 年次の大鳥居調査（その 2） 

平成 2 年に別途行われた鉄筋配筋調査（ＲＣレーダー）と剥離調査（赤外線）の結果*1は

以下の通りである。 

2-1.鉄筋配筋調査（ＲＣレーダー） 

調査位置は下図の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）上図は、北面（出雲大社から）からの位置を示す 

 

      （上 梁）                  （神 額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊1）．出雲大社大鳥居調査報告書 （株）構造総合技術研究所 平成 2 年 12 月 

図-6 鉄筋調査図 1 

-10-



        （中 梁）                （柱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度の耐震解析で用いた部材の鉄筋状況は、下図の通りである。 

計算に用いた鉄筋径（φ26）本数ともに相応である。 

 

（笠木・島木＝上梁）    （貫＝中梁）        （柱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               図-8 各部の構造図 

*1）．1990 年（H.2）出雲大社大鳥居調査結果及び補修工事計画（松江高専，森本組） 

鉄筋 φ26

外周に 8 本 

鉄筋 φ26 

 上段 5 本 

 下段 10 本 

 側面 @3 本 

鉄筋 φ26 

外周に16本 

図-7 鉄筋調査図 2 
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ＲＣレーダー記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）レーダー波形は極めて明瞭であり、十分に信頼できるデータと考えられる。 

図-9 配筋調査図 
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2-2.剥離調査（赤外線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

調査結果の記述より 

・ コンピュータで処理した画像を白黒で示す 

・ 異常部の赤外線原画像をカラーで示す 

 

＜考察＞ 

・温度差が明瞭に発生している事より、部材が同一状態ではない事は確認できる。 

・上梁の温度差は空洞によるものと考えられるが、水の存在は想定できない。 

・中梁は充実断面であることより、部材の損傷の存在が想定できる。 

 

 

 

写真-2 サーモグラフィー
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3.総括 

平成 19 年度に研究の基と成る資料収集を開始した際には、建設当時の「大鳥居の構造図」

が入手できた事に舞い上がり、つづく「平成 2 年の補修工事資料」や「寄進者小林徳一朗翁

の資料」に、この研究は極めて奥の深いものになると確信を抱いた想いがある。あれから 4

年の歳月を要し、資料の収集と耐久・構造性の考察を行い、本年の資料の確認により裏付け

のある研究として締めくくる事ができたと考えている。 

昨年の時点での研究成果の骨組みでは、第一に「各種の資料の収集」と「寄進者小林徳一

朗翁」、第二に「その構造性の特性と建設の工程検証」、第三に「耐久性の考察～構造性能の

検証」と考えていた。本研究の目的が大鳥居の建設資料の収集と構造性の検証を行い、将来

へ残す資料（維持管理）としてまとめることであったことより、初期の目的を達する相応の

成果に仕上がっていたと言える。 

他方、今日の補修工事がなされた平成 2 年には、大鳥居からコンクリートコアの採取が行

われ、一軸圧縮強度試験や塩分含有量試験が実施されたとの資料があり、その数値資料を基

に耐久・耐震性の考察も展開していたが、調査時の資料は確認できていなかった。また、そ

の調査の際には、柱の中空部での滞水があったとの噂を聞いたものの、その確証を得ること

が出来ず、成果としての不足も感じていた。 

このような状況の中、総括を行う本年に偶然にも平成 2 年当時の調査資料の入手にこぎつ

け、疑問としていたコンクリート資料採取の位置や試験内容、梁や柱での滞水の存在、更に

は柱の内部の状況（型鋼による骨組）について記録と聞き取りにより確認を得る事ができた。

これにより、調査資料としての重みが増し、耐久性や構造性の考察への相応の裏付け資料が

整理できたと考えている。 

この研究成果を活用し、出雲大社大鳥居を今後も地域の重要な文化資産として活用して行

くためには、 

○平成 2 年の補修工事から約 20 年が経過し、表面保護コンクリートにも部分的な劣化や

損傷が生じている部分もあり、ライニングの更新期に差し掛かっていること 

（耐久性能にてまとめ） 

○想定した鉄筋や構造の基では、神門通り方向に強風や地震力が作用した場合には、公共

施設（一般県道）の上空に聳える構造体として、要求性能に不足があること 

（耐震性能にてまとめ） 

○全国各地に存在する同種の施設に対し、保全手段を講じる先進例 

などの点から、早期での総点検と細部の構造調査を踏まえた構造検証を行い、補修・補強工

の実施が必要であると考える。 
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